
　

九
八
年
に
Ｆ
Ａ
Ｏ
提
供
の
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
、

世
界
の
二
一
〇
余
ケ
国
及
び
地
域
、
並
び
に
農
林

漁
業
及
び
栄
養
の
分
野
の
三
千
項
目
に
つ
い
て
、

一
九
六
一
年
か
ら
の
数
値
を
カ
バ
ー
す
る
。

　

今
回
世
界
の
食
料
生
産
を
考
え
る
基
本
的
な
素

材
と
す
る
た
め
、
こ
の
中
か
ら
穀
物
生
産
中
心
に

一
〇
〇
余
り
の
時
系
列
グ
ラ
フ
を
作
成
し
、
コ
メ

ン
ト
整
理
し
た
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

一
、
食
料
生
産
の
情
報
把
握
の
重
要
さ

　

わ
が
国
の
供
給
熱
量
自
給
率
は
四
二
％
、
穀
物

自
給
率
で
二
九
％
で
あ
る
。
穀
物
を
は
じ
め
多
く

の
食
料
輸
入
が
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
も
は
や

今
の
食
生
活
を
営
め
な
い
。

　

国
の
食
料
供
給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、

継
続
的
か
つ
大
幅
な
食
料
輸
入
の
減
少
と
い
う
よ

う
な
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
は
、
供
給
熱
量
は
一
日
あ

た
り
一
、
七
六
〇
カ
ロ
リ
ー
以
下
、
た
ん
ぱ
く
質

は
五
二
ｇ
以
下
に
な
り
う
る
と
い
う
。
ま
た
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会
の
答
申
も

「
今
後
の
世
界
の
食
料
需
給
に
つ
い
て
は
、…
…
短

期
的
に
は
価
格
変
動
の
不
安
定
さ
が
増
す
と
と
も

に
、
中
長
期
的
に
は
逼
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る

…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
か
ら
、
わ
が
国
の
食
料
需
給
に
非
常

に
不
安
を
抱
く
人
々
が
い
る
と
と
も
に
、
他
方
で

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
地
球
規
模
で
の
解
決
を
主

張
す
る
人
も
い
る
。
世
界
の
食
料
生
産
に
係
る
正

確
か
つ
包
括
的
な
情
報
が
望
ま
れ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
長

期
か
つ
包
括
的
な
デ
ー
タ
は
貴
重
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
今
回
は
、
食
料
生
産
等
に
係
る
基
本

的
な
も
の
、
農
業
的
な
土
地
利
用
、
穀
物
の
生
産

と
貿
易
、
供
給
栄
養
等
を
取
り
上
げ
、
世
界
、
大

陸
区
分
及
び
主
要
な
国
別
に
、
直
観
的
に
理
解
し

や
す
い
よ
う
時
系
列
の
グ
ラ
フ
と
し
、
コ
メ
ン
ト

等
を
付
し
た
。
併
せ
て
図
で
表
現
で
き
な
い
も
の

の
た
め
、
数
値
表
を
別
途
用
意
し
て
い
る
。
以
下

で
は
図
表
か
ら
学
ん
だ
も
の
の
う
ち
、
極
く
特
徴

的
な
も
の
を
述
べ
た
い
。

二
、
過
去
の
生
産
拡
大
は
単
収
増
大
に
依
存

　

世
界
の
人
口
は
、
一
九
六
一
年
の
三
〇
億
人
余

か
ら
一
九
九
六
年
に
は
五
七
億
人
余
と
、
一
・
八

七
倍
に
増
大
し
て
い
る
。
対
す
る
世
界
の
耕
地
面

積
は
、
僅
か
九
％
し
か
増
大
し
な
か
っ
た
の
で
、

一
人
当
た
り
耕
地
面
積
は
六
割
に
減
少
し
た
。

　

で
は
六
割
に
減
少
し
た
耕
地
で
、
過
去
の
増
大

す
る
人
口
を
ど
う
し
て
養
え
た
の
か
。
そ
れ
は
ま

さ
に
作
物
の
単
位
面
積
当
た
り
収
量
の
増
大
に
よ

り
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
世
界

の
小
麦
の
単
収
は
、
約
二
・
三
倍
に
、
と
う
も
ろ

こ
し
は
約
二
・
一
倍
に
、
そ
し
て
米
も
約
二
・
〇

倍
に
と
、
大
幅
に
伸
長
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
単
収
の
増
大
は
、
先
進
地
域
で
伸

長
が
大
き
く
、
多
く
の
開
発
途
上
国
で
は
な
お
停

滞
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
穀
物
の
単
収
は
大
き
く
増

大
し
た
が
、
そ
の
他
の
作
物
の
伸
長
は
鈍
い
。
野

菜
の
単
収
は
六
四
％
増
と
人
口
並
に
伸
長
し
た
が
、

塊
根
・
塊
茎
作
物
の
単
収
で
は
三
五
％
増
に
す
ぎ

ず
、
豆
類
の
単
収
で
は
二
五
％
増
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
よ
う
に
一
様
で
は
な
い
。

三
、
世
界
と
中
国
と
日
本
の
耕
地
面
積

　

世
界
の
陸
地
は
約
一
三
〇
億　

、
う
ち
耕
地
面

ｈａ

積
は
、
現
在
約
一
五
億　

で
あ
っ
て
、
耕
地
率
は

ｈａ

一
一
・
三
％
で
あ
る
。
ま
た
一
人
当
た
り
で
は
二

六
ａ
の
耕
地
面
積
と
な
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
耕
地
と

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
土
地
の
面
積
は
、
提

示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
三
〇
数
年
間
の
人
口

増
大
の
圧
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耕
地
が
ほ
と
ん

ど
増
大
し
な
い
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
い
わ
ゆ

る
可
耕
地
は
、
既
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
耕
や
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

先
頃
か
ら
中
国
の
近
未
来
の
食
料
自
給
に
、
世

界
の
関
心
が
集
ま
っ
た
。
世
界
一
の
人
口
を
擁
し
、

経
済
成
長
著
し
い
中
国
が
、
食
生
活
の
水
準
の
高

度
化
等
に
と
も
な
い
、
自
給
が
難
し
く
な
ら
な
い

か
。
そ
の
時
に
世
界
的
な
食
料
需
給
に
影
響
を
与

え
な
い
か
と
い
う
心
配
で
あ
る
。

　

そ
の
中
国
の
一
九
九
五
年
の
耕
地
面
積
は
、
九

五
・
八
百
万　

で
、一
人
当
た
り
で
は
七
・
九
ａ
で

ｈａ

あ
っ
た
。
世
界
の
一
人
当
た
り
と
比
較
す
る
と
三
分

調
査
・
研
究
紹
介

Ｆ
Ａ
Ｏ
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
世
界
の
食
料
生
産
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の
一
以
下
で
、世
界
の
心
配
も
ゆ
え
な
し
と
し
な
い
。

他
方
中
国
の
実
際
の
耕
地
面
積
は
も
っ
と
広
い
と
い

う
主
張
も
あ
っ
た
が
、
最
新
の
一
九
九
六
年
の
数
値

は
四
一
％
も
増
加
し
て
一
億
三
五
百
万　

と
な
っ

ｈａ

た
。一
人
当
た
り
で
も
一
一
ａ
と
大
き
く
な
り
、
世

界
の
心
配
も
い
く
ぶ
ん
緩
和
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
日
本
の
耕
地
面
積
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
四
・
三
百
万　

、
一
人
当
た
り

ｈａ

で
は
僅
か
に
三
・
五
ａ
で
あ
る
。
耕
地
面
積
統
計

で
も
五
百
万　

、
一
人
当
た
り
僅
か
に
四
ａ
と
極

ｈａ

め
て
小
さ
く
、
そ
の
値
は
心
配
さ
れ
て
い
る
中
国

の
三
分
の
一
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ
資
料
で
世
界
各
国
の
一
人
当
た
り
耕
地

面
積
を
み
る
と
、
計
算
で
き
た
一
九
六
か
国
の
中

で
日
本
は
一
八
二
番
目
で
あ
る
。
日
本
よ
り
も
下

位
に
は
、
プ
ェ
ル
ト
リ
コ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

総
人
口
が
せ
い
ぜ
い
三
〜
四
百
万
人
以
下
の
国
が

あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
億
二
千
万
人
の
人
口
を
擁

し
、
中
国
よ
り
も
日
本
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
。

四
、
穀
物
生
産
は
三
種
に
集
中
の
傾
向

　

穀
物
は
、
供
給
カ
ロ
リ
ー
の
多
く
の
部
分
を
賄

い
人
類
に
と
っ
て
重
要
な
作
物
で
あ
る
。
特
に
小

麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
米
は
、
著
し
い
土
地
生
産

性
の
伸
長
に
よ
り
、
過
去
の
三
〇
数
年
間
の
人
口

の
増
大
を
直
接
支
え
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

世
界
の
作
物
の
収
穫
面
積
は
、
穀
物
と
野
菜
・

メ
ロ
ン
で
増
大
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
長
期
的

に
は
横
ば
い
で
あ
る
。
穀
物
全
体
の
収
穫
面
積
は

一
〇
％
の
増
加
で
あ
る
が
、
中
で
も
三
種
の
穀
物

の
増
加
が
著
し
い
。
す
な
わ
ち
面
積
増
加
分
が
と

う
も
ろ
こ
し
は
三
三
％
、
米
は
三
一
％
、
小
麦
は

一
三
％
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
よ
り
大
き
い
伸
長

を
み
せ
て
い
る
。
反
射
的
に
そ
の
他
の
穀
物
は
消

長
は
あ
る
も
の
の
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

と
う
も
ろ
こ
し
、 米
、 小
麦
の
三
種
の
穀
物
の
著

し
い
単
収
増
と
収
穫
面
積
増
と
の
相
乗
効
果
に
よ

り
、 穀
物
生
産
の
比
重
は
増
大
し
た
。 結
果
的
に
人

口
の
著
し
い
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 一
人
当
た
り

の
生
産
量
で
も
、 と
う
も
ろ
こ
し
で
は
約
一
・
五
倍
、

米
と
小
麦
で
は
約
一
・
四
倍
の
供
給
を
可
能
に
し
た
。

五
、
輸
入
の
多
角
化
と
小
数
の
輸
出
国

　

要
す
る
に
今
日
の
食
料
政
策
は
、
国
内
生
産
の

強
化
、
適
切
な
量
の
備
蓄
、
輸
入
の
安
定
確
保
の

三
つ
が
柱
で
あ
る
。
現
実
に
は
国
内
生
産
も
限
度

が
あ
り
、
備
蓄
は
し
ょ
せ
ん
短
期
的
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
輸
入
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
食
料
の
輸

入
の
安
定
確
保
の
た
め
の
一
つ
に
、
輸
入
先
の
多

角
化
が
あ
る
。
輸
入
先
を
多
く
の
国
や
条
件
の
異

な
る
国
に
確
保
し
、
い
わ
ば
保
険
を
掛
け
た
よ
う

な
状
況
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
当
面
の
輸
入
は
、
割
合
順
調
で
あ
る

と
い
え
る
が
、
長
期
的
に
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
現

実
の
輸
出
入
の
状
況
を
み
る
と
、
輸
出
国
は
極
め

て
小
数
の
国
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
輸
入
国

は
多
数
に
の
ぼ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

最
近
三
か
年
の
穀
物
輸
出
で
い
え
ば
、
そ
の
筆

頭
は
ア
メ
リ
カ
の
九
一
百
万
ト
ン
で
他
を
大
き
く

引
き
離
し
、
次
に
フ
ラ
ン
ス
の
三
二
百
万
ト
ン
、

カ
ナ
ダ
の
二
五
百
万
ト
ン
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
が
続
い
て
い
る
。

　

同
様
に
品
目
別
に
も
小
麦
の
輸
出
で
み
る
と
、

ア
メ
リ
カ
が
三
五
百
万
ト
ン
、
次
に
カ
ナ
ダ
が
一

九
百
万
ト
ン
で
、
以
下
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
続
く
。

　

同
様
に
米
は
、
タ
イ
国
が
八
・
三
百
万
ト
ン
、

ア
メ
リ
カ
が
四
・
二
百
万
ト
ン
、
イ
ン
ド
が
三
・

三
百
万
ト
ン
で
あ
る
。
し
か
も
米
は
従
来
か
ら
生

産
量
に
占
め
る
輸
出
量
の
割
合
が
少
な
く
、
輸
出

の
絶
対
量
も
小
さ
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
出

が
四
六
百
万
ト
ン
と
突
出
し
、
次
に
フ
ラ
ン
ス
の

八
百
万
ト
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
五
百
万
ト
ン
な

ど
が
あ
る
。

　

輸
出
が
少
量
の
米
を
除
く
と
、
穀
物
の
輸
出
国

は
極
め
て
小
数
の
国
に
限
定
さ
れ
る
。
発
想
は
良

い
と
し
て
、
現
実
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
輸
入

の
多
角
化
が
実
現
で
き
る
の
か
疑
問
が
多
い
。

六
、
今
後
の
考
察
の
た
め
に

　

今
回
は
、
各
人
が
世
界
の
食
料
生
産
を
考
え
る

契
機
創
出
を
願
い
整
理
し
た
。
食
料
の
基
本
的
な

素
材
の
包
括
的
な
提
示
と
、
直
観
的
な
理
解
の
た

め
の
グ
ラ
フ
化
を
し
た
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
拙

稿
『
Ｆ
Ｏ
Ａ
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
世
界
の
食
料
生

産
』（
調
査
資
料
一
〇
第
一
号
）
を
読
ま
れ
た
い
。

　

こ
れ
ら
は
素
材
の
一
部
で
、
更
な
る
考
察
に
は
、

原
デ
ー
タ
、
更
に
は
昨
年
末
か
ら
今
年
の
始
め
に

か
け
て
新
し
く
整
備
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
利
用
を
お

薦
め
す
る
。

（
道
明
雅
美
）
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